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相良村健康ウォーキング大会

役場玄関前のしだれ梅

松馬場地区の緋
ひかんざくら

寒桜 吉松　孝雄（松葉）『雪の雨宮』

ふるさと学級四浦和紙作り体験

私たちも村の魅力を
発信していきます！

茶湯里のひな飾り

相良写真クラブ

今月号より、写真に特化した企画をスタート。
「むらのわだい」ページに掲載できなかった
皆さんの暮らしや、美しい村の景観を毎月
フ ル カ ラ ー で 紹 介 し て い き ま す。

相 良
百 景

SAGARA

Ｈ
ｙ
ａ
ｋ
ｋ
ｅ
ｉ
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Pick Up Topic

訪問記念のプレートを手にする濵田さんら（右から濵田さん、ルッソー村長、久保田さん）
©Slapstick-Photo

和紙作品をルッソー村長にも紹介

絆
深
ま
る
チ
ャ
ン
ス
舞
い
込
む

　
「
相
性
が
良
く
な
る
村
」
と
し
て
、「
愛
」

を
テ
ー
マ
に
フ
ラ
ン
ス
の
セ
ン
ト
・
ヴ
ァ
レ

ン
タ
イ
ン
村
と
交
流
が
始
ま
っ
た
相
良
村
。

昨
年
９
月
に
ピ
エ
ー
ル
＝
ル
ッ
ソ
ー
村
長
が

来
村
し
、
２
月
に
は
相
良
村
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ

ン
祭
を
開
催
。「
日
本
の
セ
ン
ト
・
ヴ
ァ
レ

ン
タ
イ
ン
村
」
を
め
ざ
し
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
１
つ
の
朗
報
が
。
相
良
村
ブ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
で
村
に

携
わ
る
、
写
真
家
の
濵
田
喜
幸
さ
ん
が
、
フ

ラ
ン
ス
で
四
浦
和
紙
を
使
っ
た
作
品
の
市
場

調
査
を
行
う
、
と
の
こ
と
。

　

そ
こ
で
、
村
は
濵
田
さ
ん
に
ヴ
ァ
レ
ン
タ

イ
ン
村
へ
の
表
敬
訪
問
を
依
頼
。
四
浦
和
紙

で
作
っ
た
、
德
田
村
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
署

名
が
入
っ
た
親
書
を
託
し
ま
し
た
。

四
浦
和
紙
、
世
界
へ

　

濵
田
さ
ん
は
、
元
熊
本
県
庁
職
員
で
海
外

事
業
に
精
通
す
る
、
久
保
田
浩
敬
さ
ん
と
２

月
９
日（
木
）に
出
国
。
台
北
や
香
港
の
ア
ジ

ア
市
場
を
調
査
し
た
の
ち
フ
ラ
ン
ス
へ
向
か

い
ま
し
た
。
芸
術
の
都
パ
リ
で
は
、
多
く
の

芸
術
家
に
作
品
を
紹
介
。「
日
本
の
伝
統
文

化
、
精
神
面
に
迫
る
す
ご
い
作
品
」
な
ど
と

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

和
紙
が
伝
え
た
「
愛
」

　

14
日（
火
）に
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
入
り
し
、

ラ
ン
チ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
招
待
さ
れ
る
な
ど
、

手
厚
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
ル
ッ
ソ
ー
村

長
と
の
会
談
で
は
、
親
書
を
手
渡
し
た
ほ
か
、

相
良
村
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭
の
様
子
を
報
告

し
ま
し
た
。
ル
ッ
ソ
ー
村
長
は
「
祭
の
成
功

お
め
で
と
う
。
そ
し
て
、
日
本
を
感
じ
る
和

紙
を
あ
り
が
と
う
。
濵
田
さ
ん
の
作
品
も
フ

ラ
ン
ス
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
相
良

村
と
の
絆
は
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
一
緒
に
考
え
て

い
こ
う
」
と
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

異
国
の
地
で
得
る
安
心
感

　

３
月
１
日（
水
）、
濵
田
さ
ん
ら
は
役
場
を

訪
れ
、
村
に
訪
問
内
容
を
報
告
。
報
告
の
最

後
に
濵
田
さ
ん
は
「
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
に

は
日
本
人
が
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ

り
、
文
化
が
異
な
る
地
で
安
心
感
が
得
ら
れ

た
。
相
良
村
に
も
外
国
人
向
け
の
拠
点
が
あ

る
と
絆
は
さ
ら
に
深
ま
る
の
で
は
」と
提
案
。

今
後
の
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
と
の
関
わ
り
に

１
つ
の
道
を
示
し
ま
し
た
。

プロフィール
濵田  喜幸（はまだ・よしゆき）
錦町在住の写真家。
写真事務所「Slapstick-
Photo」（スラップスティック
フォト）代表。
四浦和紙保存会、相良村
ブランドデザイン会議の
メンバー。
四浦和紙に仏像写真など
を現像した、これまでに
ない作品で世界をねらう。

©Slapstick-Photo

海
を
越
え
て
届
け
ら
れ
た
親
書

和紙がつなぐ愛の絆 
濵田さんに託した
四浦和紙の親書
ヴァレンタイン村へ
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Pick Up 「税金」

Ｑ．事前連絡や承諾なしに、財産が差し押さえられまし
た。このようなことが許されるのか？

Ａ．法律では、納期限が過ぎた後、督促状を発送して
10 日を経過した日までに完納されない場合は、滞
納処分（財産差押）をしなければならないことになっ
ています。この場合、本人に対して、事前の連絡や
その同意は必要ありません。督促状などで早期の納
税をお願いしても納付されなかったので、税の公平
性を保つために、財産差押を行ったのです。

Ｑ．勝手に個人の口座を調べて、金融機関の預金を差し
押さえられた。プライバシーの侵害ではないのか？

Ａ．税金を滞納すると、法律（国税徴収法）に基づきすべ
ての財産に対する調査権限が発生します。この権限
によって、調査を受ける勤務先の事業所、金融機関
などの関係機関は、調査に協力しなければなりませ
ん。これらの財産調査は、個人情報保護には反しま
せん。

村税の納付相談は税務課へ　☎ 35-1031（直通）

財産差押が行われた
自動車には、移動で
きないようタイヤに
ロックがかけられる

　本人や家族の病気、失業などのやむを得ない事
情や、多重債務などにより納付が困難な場合は、
一人で悩まず放置せずに、早めにご相談ください。
一括納付が困難な場合は、分割納付に応じること
もできます。まずは、納付できない理由をお聞か
せください。

　村税の滞納処分状況は、上記の表のとおりです。
今後も村を支える財源として、公平性を保つために、
滞納処分を実施していきます。

納税が困難な人は、一人で悩まず
早めにご相談を

村税の滞納処分状況（平成29年２月28日現在）

区分
取り立て額（財産差押件数）

25 年度 26 年度 27 年度 28 年度

差し押さえ

債権 132万円（29件） 210万円（24件） 259万円（22件） 357万円（38件）

不動産 0円（　0件） 0円（　0件） 0円（　4件） 0円（　0件）

動産 0円（　1件） 3万円（　1件） 14万円（　2件） 4万円（　1件）

その他 0円（　0件） 0円（　0件） 0円（　0件） 0円（　2件）

合計 132万円（30件） 213万円（25件） 273万円（28件） 361万円（41件）

家宅捜索 1件 1件 3件 2件

―安心安全な暮らしを守り続けるために―
になっていませんか？

「滞 納」
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Pick Up 「税金」

Ｑ．村税を滞納していることはわ
かっていますが、他の借金が
あって税金を納付できません。

Ａ．「税金はすべての債務に優先す
る」と地方税法第 14 条で定
められています。つまり、個
人債務（借金）より税金が優先
されるのです。

こ
ん
な
質
問
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

税
の
滞
納
Ｑ
＆
Ａ

●財産差押の対象となる財産
○債権：預貯金、給与、生命保険　など　
○不動産：土地、建物、自動車　など
○無体財産権：出資金（信用組合、ＪＡなど）
○動産：家電製品、軽自動車　など

●延滞金が課されます
延滞金は、納期内納付をしている多数の人との公平性
から課されるものです。納期限までに完納されないと
きは、その翌日から完納の日までの日数に応じて平成
29 年中は年 9.0%（納期限日の翌日から 1 ヶ月の期間は
2.7%）で計算され徴収します。

●納期内納付にご協力を
村税の納付は、納期内の自主納付が原則です。納期限
を過ぎた場合は、督促状の発送などに多額の経費が掛
かり、その経費も村税で負担することになります。納
期内の納付にご協力ください。

村税は、医療福祉や教育、
公共事業など皆さんの暮らしを
支える大切な財源です。

「納税」は国民の義務。村税を
納めない人がいると村づくりに
支障をきたすほか、きちんと納めた
人と不公平が生じます。
このようなことから、納税相談もなく
納付のない人に対しては、
国税徴収法と地方税法に基づき
滞納処分（財産差押）などの措置が
とられます。

会
費

税 金 は
村 で
暮 ら す
た め の です。

財産差押までの流れ

納税通知書発送

督促・催告
納期限を過ぎると督促状を発送します。それでも納付がな
い方へは、文書や電話などで催告を行う場合もあります。

財産調査
勤務先、金融機関、生命保険会社、官公庁、取引先などへ
の財産調査を行います。
※ 本人の承諾は必要ありません。

滞納処分（財産差押）
催告に応じず、納税相談の連絡がない場合は、財産の滞納
処分（財産差押）を執行します。

換
か ん

価
か

処分（債権取立・公売）
債権は原則即時で取り立てます。動産・不動産については
公売（売却）によりお金に換え、税に充てます。

「滞税金
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赤坂さん（写真中央）は茶業を始めて 20 年目
節目の年に栄誉を手にした

　JA 熊本経済連本館にて、平成 28 年度熊本県茶
振興大会が開催されました。当大会にて、昨年７
月（荒茶の部）と 11 月（茶園の部）に行われた茶品評
会の表彰が行われました。九州農政局長賞を受賞
した赤坂英保さん（朝の迫）をはじめ、多くの茶農家
が表彰されました。また、４年連続で産地賞を受賞。
ことしも相良茶の品質の高さを証明しました。
　３月 13 日（月）には、くま農業活性化協議会茶
業部会から赤坂さんに記念の盾を贈呈。赤坂さん
は「これからは煎茶だけでなく『ぐり茶（蒸し製
玉緑茶）』にも力を入れていく。ぐり茶の産地、長
崎県に負けないお茶を作っていきたい」と今後の
意気込みを語っていました。

茶農家の努力認められる
茶振興大会で品評会受賞者を表彰

2/22
（水）

　さがら温泉茶湯里は昨年、熊本地震で被災した
方々を受け入れ、無料で宿泊やバスツアーを実施
しました。その功績をたたえ、九州運輸局長より
感謝状が贈呈されました。
　当バスツアーは東京の老

し に せ
舗かばんメーカー、大

おお
峡

ば
製
せい

鞄
ほう

から「復興支援に役立ててほしい」と村に寄附があり、
その寄附金を用いて実施。益城町などの被災者 401
名に温泉や料理、寺社参拝など癒しを提供しました。
　德田村長は「被災者の方々の精神的な面で貢献
できたのでは。これからも全力で復興に力を注い
でいく。心温まる寄附をいただいた大峡製鞄にも
感謝」と想いを述べました。

（株）さがら代表取締役を兼務している德田村長が感謝状
を受け取った

復興への尽力をたたえて
茶湯里に九州運輸局長から感謝状

2/20
（月）

　天草市から熊本市にかけて総距離 106.5 ㎞を 14
区間でつなぐ、第 43 回郡市対抗熊日駅伝大会。
球磨郡を代表し、永井駿選手（平原）、椎葉勇斗選
手（上川上）、杉枝真二選手（十島）、永井智久選手

（平原）の４名が出場しました。結果は、下記の通
りです。
　　１区  永井駿選手（3.4km） 10分33秒
　　10区  椎葉選手（7.3km）  23分55秒
　　12区  杉枝選手（11.3km） 34分15秒
　　13区  永井智選手（4.7km） 14分08秒
　　総合結果  準優勝　　　５時間32分46秒
　最終的に優勝を熊本市に譲りましたが、中盤で
一度トップに立ち、差を広げるなど優勝争いを繰
り広げました。

アンカーのもとへひた走る 13 区の永井智久選手

村出場４選手、準Ｖに貢献
郡市対抗熊日駅伝大会

2/12
（日）

　早稲田大学や明治大学など、首都圏の大学生 11
名がインターンシップで来村。村が取り組む「相
性が良くなる村」づくりや、過疎の現状を視察し
ました。これは、都会の学生が農村の村づくりを
体感し、若者ならではの目線を取り入れようと、
地方創生加速化交付金を活用して実施。
　学生らは、村が誇る農林漁業や四浦和紙作りの
体験学習、児童数の減少に直面する相良北小学校
への訪問など、密度の濃い一週間を過ごしました。
　村長とも積極的に意見を交換。最終日の報告会
では「お茶の飲み比べや、カップル向けに四浦和
紙でラブレターを作るイベントなど、村の資源に

『体験』を組み合わせては」などと提案しました。

川漁師の田副雄一さん（十島）から話を聴く学生ら

都会の学生が視た相良村
地方創生インターンシップ

2/9〜15
（木〜水）
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3/9
（木）

幼い少女が尊い命救う
南小生２人に感謝状

感謝状を受け取った今村さん（左）と中嶋さん（右）

　相良ニュータウン内で倒れていた男性を発見し、
救助に貢献した中嶋彩乃さん（南小５年、並木野）
と今村娃

あい
華

か
さん（同小６年、並木野）に、人吉下球

磨消防組合消防長より感謝状が贈呈されました。
　２月３日（金）午後４時 50 分ごろ、下校中の中嶋
さんは民家の庭先で腰を痛めて倒れている 60 代の
男性を発見。近所の方に状況を伝え、救急車を要
請してもらいました。近くを通った今村さんにも
声をかけ、２人で男性に毛布をかけたり、「救急車
がすぐ来ますよ」などと声をかけ続けました。無
事救助され、２人は「とにかく助けることに必死
だった。後からすごいことをしたと実感がわいて
きた。助かって本当によかった」と話していました。

意見を書いたふせん紙を広用紙に貼り、
考えを共有する参加者

　女性農業者ならではの感性や考え方を地域農業
の活性化に取り込むことを目的に、女性農業者研
修および懇話会が開催されました。主催は相良村
担い手育成支援協議会（事務局：役場産業振興課
内）で、初の試み。女性農業者 12 名が参加し、グルー
プに分かれて安定した経営や所得向上などについ
て意見を出し合いました。
　ネギ農家の白谷美佐恵さん（井沢）は「消費が落ち
込む夏場、ネギ料理の写真とレシピをつけて販売し、
売上増につなげた経験がある。そういったひと工
夫が私たちの役目なのでは」と 述 べ て い ま し た 。
　 会にあわせて 健 康 教 室 や 救 急 救 命 講 習も実
施。丈夫な体作りと非常時の備えを学びました。

女性ならではの感性を農業に
相良村女性農業者研修

3/8
（水）

一文字に込めた感謝と目標
相良中学校立志式

2/24
（金）

漢字に込めた想いを述べる生徒

　相良中学校２年生 46 名が立志を迎え、一人前
の大人になるため誓いを新たにしました。
　第１部は人吉市文化財保護委員長の井上道代氏
が「二百年前の贈る言葉」の演題で講演。武士の
時代から受け継がれてきた立志の儀を、歴史的な
観点から生徒に伝えました。
　第２部ではクラスごとにステージに立ち、生徒一
人ひとりが「継」「優」「翔」などの漢字一文字で立
志の決意を発表。「もっと人に優しくなりたい」な
ど一文字を通して自分を見つめなおし、受験や中体
連、最終的には将来の夢など、これからの目標を力
強く言葉にしました。また、保護者へ感謝の手紙を
贈るサプライズもあり、会場は感動に包まれました。

　4 月に新入生を迎え入れる村内小中学校では、新
入生がスムーズに学校生活に移行できるよう、体
験入学や在校生とのふれあいの場を設けています。
　南小学校では、なつめ保育園の年長児 9 人と 5
年生 35 人が交流を図りました。フルーツバスケッ
トなどのゲームや、歌や合奏の披露で打ち解け、
場は和やかな空気に包まれていました。
　会の最後はプレゼント交換。なつめ園児からは、
保護者らと一緒についたおもちをプレゼントしま
した。原料のもち米は、５年生が総合的な学習の
授業で作ったものです。
　園児の西琴菜ちゃん（上川上）は「フルーツバス
ケットが楽しかった。小学校に入ったら、運動会
が楽しみ」と入学を心待ちにしていました。

手作りのメダルを園児にプレゼントする児童

お兄ちゃんお姉ちゃんよろしくね
入学間近のなつめ園児、南小生と交流
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家
族
を
つ
な
ぐ

　  
ふ
る
さ
と
の
味

球
磨
郡
市
広
報
紙
研
究
協
議
会
合
同
特
集

　こ
の
特
集
は
、
人
吉
市
・
錦
町
・
多
良
木
町
・
湯
前
町
・
水
上
村
・
相
良
村
・
五
木
村
・

山
江
村
・
球
磨
村
・
あ
さ
ぎ
り
町
の
広
報
担
当
者
が
協
力
し
て
作
り
ま
し
た
。

　あ
な
た
に
と
っ
て
ふ
る
さ
と
の
味
は
何
で
す
か
？

　人
吉
球
磨
地
域
で
は
、
こ
の
地
域
の
風
土
と
こ
の
地
に
住
む
人
た
ち
の
知

恵
で
、
多
く
の
郷
土
料
理
が
生
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
食
の
多

様
化
が
進
み
、
郷
土
の
家
庭
料
理
を
食
べ
る
機
会
が
減
っ
た
現
代
、
ふ
る
さ

と
の
味
を
守
り
続
け
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
味
「
郷
土
料
理
」

　「
郷
土
料
理
」
と
は
、
地
域

の
産
物
を
使
っ
て
独
自
の
調
理

法
で
作
り
、
伝
承
さ
れ
た
特
別

な
料
理
と
思
う
人
が
ほ
と
ん
ど

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

し

か
し
、
郷
土
料
理
は
特
別
な
料

理
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔

か
ら
家
で
作
り
、
普
段
の
食

卓
に
並
べ
ら
れ
た
家
庭
料
理

も
「
郷
土
料
理
」
で
す
。
私
た

ち
を
育
て
て
く
れ
た
郷
土
料
理

は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
大
切
な
ふ

る
さ
と
の
味
な
の
で
す
。

郷
土
料
理
と
風
土

　
人
吉
球
磨
地
域
は
、
日
本
三

急
流
の
一
つ
「
球
磨
川
」
が
流

れ
、
九
州
山
地
の
山
々
に
囲
ま

れ
た
盆
地
で
す
。
昔
か
ら
こ
の

地
域
で
は
、
盆
地
特
有
の
寒
暖

差
の
激
し
い
気
候
を
生
か
し
て

農
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

て
、
産
物
の
種
類
も
豊
富
。
米

や
小
麦
の
ほ
か
、
キ
ノ
コ
な
ど

の
山
の
幸
や
球
磨
川
で
捕
れ
る

ア
ユ
な
ど
の
川
の
幸
に
も
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
で
は
豊
か
な
産
物
を

使
っ
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
保

存
方
法
を
考
え
た
多
様
な
郷
土

料
理
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
豊

富
に
と
れ
る
米
を
使
っ
た
球
磨

焼
酎
も
そ
の
一
つ
で
す
。

地
域
特
有
の
食
べ
物

　
私
た
ち
に
な
じ
み
の
あ
る
食

べ
物
で
、
実
は
人
吉
球
磨
で
し

か
食
べ
ら
れ
て
い
な
い
物
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の

一
つ
が
「
酢
だ
こ
」
で
す
。
近

く
に
海
が
な
い
こ
の
地
域
で
海

の
物
を
食
べ
る
た
め
、
保
存
が

効
く
よ
う
に
タ
コ
を
酢
漬
け
に

し
た
も
の
で
、
今
も
正
月
の
お

せ
ち
料
理
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
広
範
囲
に
わ
た
る
人
吉
球
磨

地
域
で
は
、
特
徴
的
な
料
理
や

食
べ
物
が
地
域
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
。
上
球
磨
地
域
で
は
ブ
タ

や
イ
ノ
シ
シ
の
骨
に
付
い
た
肉

を
食
べ
る
「
骨
か
じ
り
」
が
よ

く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
中
球
磨
地

域
は
、
約
４
０
０
年
前
に
活
躍

し
た
剣
豪
・
丸ま
る
め目
蔵く

ら
ん
ど
の
す
け

人
佐
が
く

じ
ら
鍋
を
村
人
に
振
る
舞
っ
た

こ
と
か
ら
今
で
も「
皮
ク
ジ
ラ
」

を
料
理
に
使
用
。
下
球
磨
地
域

は
、
五
木
村
の
「
そ
ば
料
理
」

や
、相
良
村
の「
四
浦
こ
ん
に
ゃ

く
」
が
有
名
で
す
。
地
域
全
体

の
郷
土
料
理
で
あ
る
「
つ
ぼ
ん

汁
」
と
「
煮
し
め
」
も
、
各
地

域
で
具
材
や
切
り
方
が
少
し
ず

つ
異
な
り
ま
す
。

消
え
つ
つ
あ
る
郷
土
料
理

　
昔
か
ら
伝
わ
る
郷
土
料
理
で

す
が
、
洋
食
化
や
外
食
産
業
の

発
展
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の

普
及
な
ど
、
日
本
の
食
文
化
が

変
わ
っ
た
こ
と
で
郷
土
料
理
を

食
べ
る
機
会
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
家
族
で
台
所
に
立
つ
こ
と

も
少
な
く
、
ふ
る
さ
と
の
味
を

引
き
継
ぐ
機
会
も
減
り
、
何
が

ふ
る
さ
と
の
味
な
の
か
分
か
ら

な
い
若
者
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
る
大
切

な
ふ
る
さ
と
の
味
を
守
る
た
め

に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は

何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
人
吉
球
磨

地
域
で
日
ご
ろ
か
ら
食
べ
ら

れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
ふ
る

さ
と
の
味「
郷
土
の
家
庭
料
理
」

の
魅
力
と
伝
承
に
焦
点
を
あ
て

て
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

家族で食卓を囲む川内さん一家（山江村）と郷土の家庭料理（下写真）

栗豆腐

つぼん汁

なます

米
こめこうじ

麹料理

一勝地まんじゅう

骨かじり

五木そば いでだご柚
ゆ べ し

餅子
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9

INTERVIEW祈
り
を
込
め
た
食
文
化

　
相
良
７
０
０
年
の
歴
史
あ
る
人

吉
球
磨
で
先
人
た
ち
が
独
自
に
作

り
守
っ
て
き
た
食
文
化
の
価
値
は

高
い
と
考
え
ま
す
。
地
域
の
お
母

さ
ん
た
ち
の
知
恵
と
風
土
に
合
っ

た
地
域
の
食
材
で
つ
な
い
で
き
た

こ
の
食
文
化
。
そ
れ
が
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も

魅
力
的
で
す
。

　
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
の
よ
う
に

人
吉
球
磨
は
祈
り
の
文
化
が
深
い

地
域
。
こ
の
地
域
は
、
子
ど
も
を

思
い
作
っ
た
お
や
つ
な
ど
、
相
手

を
思
っ
て
作
ら
れ
た
料
理
が
多
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。
成
長
を
願
っ

て
作
ら
れ
た「
あ
ん
入
り
ち
ま
き
」

は
、
す
く
す
く
と
伸
び
る
竹
の
よ

う
に
長
く
作
ら
れ
て
い
て
、
包
装

我
が
家
の
味
を
子
ど
も
た
ち
に

　
農
家
民
宿
を
営
む
牧ま
き
や
ま山
規き

く

こ
矩
子

さ
ん
（
相
良
村
）。
村
の
「
食
生

活
改
善
推
進
員
（
※
１
）」
や
、「
ふ

る
さ
と
食
の
名
人
（
※
２
）」
と

し
て
、
22
年
間
「
食
」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
郷
土
の
食
文
化
が
薄
れ
て
き
て

い
る
今
、
親
子
や
高
校
生
な
ど
幅

広
い
年
代
に
料
理
教
室
を
開
き
、

県
内
で
広
く
活
動
し
て
い
る
牧
山

さ
ん
。「
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
、

女
性
も
外
で
働
く
時
代
に
。
だ
か

ら
こ
そ
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
料
理

を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
郷
土

の
家
庭
料
理
を
知
ら
な
い
ま
ま

育
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
に
我
が
家
の

味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た

ち
に
振
る
舞
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
活
動
の
背
景
を
話
し
ま
す
。

無
添
加
で
温
か
み
の
あ
る
物
を

　
牧
山
さ
ん
が
取
材
に
合
わ
せ

に
も
竹
の
皮
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
全
て
の
食
に
祈
り
が
込
め
ら

れ
て
い
て
、
人
吉
球
磨
の
根
底
に

祈
り
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

店
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
郷
土
食

　
熊
本
地
震
で
、
当
た
り
前
の
食

卓
の
大
切
さ
に
あ
ら
た
め
て
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
食
卓
を
囲
ん
だ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
と
て
も
重
要

だ
と
い
う
こ
と
も
。
食
事
は
、
誰

の
た
め
に
料
理
を
作
る
の
か
、
誰

と
食
べ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。
自
分
の
愛
す
る

家
族
や
仲
間
と
囲
む
食
卓
に
は
会

話
が
あ
り
、
作
っ
た
人
の
思
い
が

込
め
ら
れ
た
料
理
が
並
ぶ
。
そ
の

雰
囲
気
と
思
い
が
食
と
し
て
体
に

入
り
、
血
や
肉
に
な
る
の
で
す
。

て
、
郷
土
の
お
や
つ
「
ね
っ
た
く

り
だ
ご
」を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

簡
単
で
早
く
で
き
る
ね
っ
た
く
り

だ
ご
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
お
や
つ

で
す
。
作
り
方
は
、
小
麦
粉
と
も

ち
米
粉
を
練
り
、
湯
が
い
て
あ
ん

こ
や
黒
砂
糖
を
ま
ぶ
す
だ
け
。
昔

は
行
事
食
と
し
て
「
あ
ん
入
り
ち

ま
き
」
を
よ
く
作
っ
て
い
て
、
そ

の
間
に
子
ど
も
た
ち
に
ね
っ
た
く

り
だ
ご
を
作
ら
せ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　「
昔
の
お
母
さ
ん
は
み
ん
な
が

『
食
の
名
人
』。
簡
単
に
食
べ
物
が

手
に
入
る
時
代
に
な
り
ま
し
た

が
、
手
作
り
で
温
か
み
の
あ
る
郷

土
の
家
庭
料
理
も
食
卓
に
並
べ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
語
る
牧
山
さ

ん
。
昔
か
ら
お
金
を
掛
け
ず
に
、

身
近
に
あ
る
も
の
で
工
夫
し
て

作
っ
て
き
た
家
庭
の
味
を
後
生
に

残
し
て
い
き
ま
す
。

※１  「食」を通して健康づくりを推進するボランティア。
※２  郷土料理などについて知識や経験を持ち、伝承活動などに取り組む県が認定する人。

ふるさとの食の味
み り ょ く

力

昭和29年生まれ。球磨郡相良村の農家で育つ。人吉
高校卒業後、地元の農協に就職。結婚後、３人の娘を
育てながら夫の建築設計事務所をサポート。現在は、
農家レストラン「郷土の家庭料理ひまわり亭」の代表
を務める傍ら、食を通したまちづくりアドバイザーと
して全国を飛び回っている。

郷土の家庭料理 ひまわり亭

代表  本田 節
せつ

 さん

▲農作業のよけまん（休憩時のおやつ）
にも食べられた「ねったくりだご」

▲地元の食材をふんだんに使い、大きな
具材が特徴の「急流煮しめ」

先人たちの知恵で生まれ伝え続けられた「郷土の家庭料理」。
その味には、私たちが元気に育つ力がたっぷり入っています。

　
地
元
を
離
れ
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

作
っ
て
く
れ
た
ま
ぜ
飯
は
お
い
し

か
っ
た
」「
お
盆
に
は
煮
し
め
が

あ
っ
て
、
正
月
に
は
酢
だ
こ
が

あ
っ
た
」
な
ど
思
い
返
す
こ
と
が

郷
土
愛
だ
と
思
い
ま
す
。
家
庭
料

理
は
家
庭
や
地
域
へ
の
愛
情
そ
の

も
の
で
、
お
店
で
食
べ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。家
族
愛
や
地
域
愛
、

人
間
愛
、
そ
う
い
う
も
の
が
家
庭

の
食
卓
の
中
に
は
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
質
素
で
あ
っ
て
も
「
お
い
し

い
」
と
思
え
る
理
由
で
す
。

郷
土
料
理
を
見
直
す

　
昔
は
晴
れ
の
日
に
は
ご
ち
そ
う

を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
普
段
の

食
事
は
質
素
で
し
た
。
今
は
食
が

豊
か
過
ぎ
て
、
が
ん
や
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
る
人
が
増

 郷土の家庭料理を作り、伝え続けるふるさとのお母さんたちがいます。
一皿に込めた、お母さんたちの知恵と愛情

え
て
い
ま
す
。
食
材
が
24
時
間
ど

こ
で
も
手
に
入
る
現
代
、
消
費
者

は
選
択
肢
が
多
過
ぎ
て
本
当
に
体

に
良
い
物
が
何
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
や

ス
ー
パ
ー
が
な
い
時
代
、
し
ょ
う

ゆ
や
み
そ
は
我
が
家
で
作
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
お
金

を
出
せ
ば
手
に
入
り
、
健
康
面
よ

り
安
け
れ
ば
良
い
と
考
え
る
人
も

い
ま
す
。
郷
土
の
家
庭
料
理
は
栄

養
面
も
優
れ
て
い
ま
す
。
食
に

も
っ
と
関
心
を
持
ち
、
先
人
た
ち

の
知
恵
が
詰
ま
っ
た
郷
土
の
家
庭

料
理
を
見
直
し
て
ほ
し
い
で
す
。

郷
土
料
理
を
伝
え
て
い
く

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
強
か
っ
た

昔
と
違
い
、
今
は
人
の
つ
な
が
り

が
疎
遠
に
な
っ
て
い
ま
す
。
郷
土

の
家
庭
料
理
も
受
け
継
が
れ
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
先
人
が
作
っ
た
家
庭
料

理
を
記
録
に
残
し
な
が
ら
次
世
代

に
伝
え
て
い
く
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
食
文
化
は
、
昔
な
が
ら
の
家

庭
料
理
の
良
さ
に
新
時
代
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
も
の
を
少

し
ず
つ
プ
ラ
ス
し
て
い
か
な
い
と

伝
わ
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
ふ
る
さ

と
の
味
を
若
い
世
代
に
つ
な
げ
る

学
習
会
を
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど

ん
企
画
し
て
い
き
た
い
で
す
。

人吉球磨の伝統食を伝え広める本田さん
に郷土の家庭料理の魅力を聞きました。

家
庭
の
味
の
原
点

　
地
元
で
採
れ
た
農
産
物
を
使
っ

た
料
理
の
提
供
や
加
工
販
売
を
行

う
「
く
ま
む
ら
農
産
加
工
グ
ル
ー

プ
あ
じ
さ
い
」。
会
長
の
大お
お
む
た

無
田

ト
ミ
子
さ
ん
（
球
磨
村
）
は
、「
ふ

る
さ
と
食
の
名
人
（
※
２
）」
と

し
て
も
郷
土
料
理
の
普
及
と
継
承

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
幼
少
期
か
ら
料
理
に
興
味
が

あ
っ
た
大
無
田
さ
ん
は
、
大
人
た

ち
の
会
話
を
聞
い
て
料
理
の
作
り

方
を
習
得
。
そ
の
後
就
職
し
食
材

宅
配
を
し
て
い
た
と
き
に
、
配
達

先
の
地
元
の
方
に
教
え
て
も
ら
っ

た
家
庭
の
味
が
大
無
田
さ
ん
の
料

理
の
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
が
育
ん
だ
急
流
煮
し
め

　
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
球
磨
村

の
家
庭
料
理
「
急
流
煮
し
め
」。

料
理
名
は
、
球
磨
村
で
球
磨
川
の

流
れ
が
一
番
速
く
な
る
た
め
、
激

流
に
流
さ
れ
な
い
巨
石
に
見
立
て

て
具
材
を
大
き
く
し
て
い
る
こ
と

か
ら
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
昔
は
ど
こ
の
家
で
も
煮
し
め

が
作
っ
て
あ
り
、
誰
が
来
て
も
い

つ
行
っ
て
も
、
食
卓
に
並
ん
で
い

ま
し
た
。
作
り
方
は
、
冠
婚
葬
祭

の
と
き
な
ど
に
地
元
の
人
か
ら
教

え
て
も
ら
い
地
域
の
味
を
学
び
ま

し
た
」。
大
無
田
さ
ん
は
、
地
元

の
人
か
ら
教
わ
っ
た
味
を
継
承
す

る
た
め
、
煮
し
め
作
り
体
験
な
ど

を
通
じ
て
若
い
世
代
へ
料
理
の
普

及
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
村
の
人
た
ち
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
の
恩
返
し
と
し
て
、

素
材
を
生
か
し
た
昔
な
が
ら
の
田

舎
料
理
で
お
客
さ
ん
の
お
も
て
な

し
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」。
大

無
田
さ
ん
は
、
温
か
い
人
柄
で
家

庭
料
理
の
味
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
中
に
込
め
ら
れ
た
愛
情
を
こ
れ

か
ら
も
伝
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

農家民宿「くりの里」
牧山 規矩子さん

くまむら農産加工グループあじさい
会長  大無田 トミ子さん

家族をつなぐふるさとの味球磨郡市広報紙研究協議会合同特集
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INTERVIEW祈
り
を
込
め
た
食
文
化

　
相
良
７
０
０
年
の
歴
史
あ
る
人
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磨
で
先
人
た
ち
が
独
自
に
作

り
守
っ
て
き
た
食
文
化
の
価
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は

高
い
と
考
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ま
す
。
地
域
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お
母
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ん
た
ち
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知
恵
と
風
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に
合
っ

た
地
域
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食
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い
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き
た

こ
の
食
文
化
。
そ
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脈
々
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受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
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て
も
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す
。
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域
。
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域
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、
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思
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作
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な
ど
、
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っ
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ら
れ
た
料
理
が
多
い

こ
と
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特
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す
。
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長
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っ

て
作
ら
れ
た「
あ
ん
入
り
ち
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き
」

は
、
す
く
す
く
と
伸
び
る
竹
の
よ

う
に
長
く
作
ら
れ
て
い
て
、
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た
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※
１
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、「
ふ
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※
２
）」
と

し
て
、
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間
「
食
」
の
ボ
ラ
ン

テ
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ま
す
。

　
郷
土
の
食
文
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れ
て
き
て

い
る
今
、
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高
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ど
幅
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き
、
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牧
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ん
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経
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長
期
か
ら
、
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性
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外
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働
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時
代
に
。
だ
か

ら
こ
そ
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
料
理

を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
郷
土

の
家
庭
料
理
を
知
ら
な
い
ま
ま

育
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
に
我
が
家
の

味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た

ち
に
振
る
舞
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
活
動
の
背
景
を
話
し
ま
す
。

無
添
加
で
温
か
み
の
あ
る
物
を

　
牧
山
さ
ん
が
取
材
に
合
わ
せ

に
も
竹
の
皮
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
全
て
の
食
に
祈
り
が
込
め
ら

れ
て
い
て
、
人
吉
球
磨
の
根
底
に

祈
り
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

店
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
郷
土
食

　
熊
本
地
震
で
、
当
た
り
前
の
食

卓
の
大
切
さ
に
あ
ら
た
め
て
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。
食
卓
を
囲
ん
だ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
と
て
も
重
要

だ
と
い
う
こ
と
も
。
食
事
は
、
誰

の
た
め
に
料
理
を
作
る
の
か
、
誰

と
食
べ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。
自
分
の
愛
す
る

家
族
や
仲
間
と
囲
む
食
卓
に
は
会

話
が
あ
り
、
作
っ
た
人
の
思
い
が

込
め
ら
れ
た
料
理
が
並
ぶ
。
そ
の

雰
囲
気
と
思
い
が
食
と
し
て
体
に

入
り
、
血
や
肉
に
な
る
の
で
す
。

て
、
郷
土
の
お
や
つ
「
ね
っ
た
く

り
だ
ご
」を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

簡
単
で
早
く
で
き
る
ね
っ
た
く
り

だ
ご
は
、
昔
か
ら
伝
わ
る
お
や
つ

で
す
。
作
り
方
は
、
小
麦
粉
と
も

ち
米
粉
を
練
り
、
湯
が
い
て
あ
ん

こ
や
黒
砂
糖
を
ま
ぶ
す
だ
け
。
昔

は
行
事
食
と
し
て
「
あ
ん
入
り
ち

ま
き
」
を
よ
く
作
っ
て
い
て
、
そ

の
間
に
子
ど
も
た
ち
に
ね
っ
た
く

り
だ
ご
を
作
ら
せ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　「
昔
の
お
母
さ
ん
は
み
ん
な
が

『
食
の
名
人
』。
簡
単
に
食
べ
物
が

手
に
入
る
時
代
に
な
り
ま
し
た

が
、
手
作
り
で
温
か
み
の
あ
る
郷

土
の
家
庭
料
理
も
食
卓
に
並
べ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
語
る
牧
山
さ

ん
。
昔
か
ら
お
金
を
掛
け
ず
に
、

身
近
に
あ
る
も
の
で
工
夫
し
て

作
っ
て
き
た
家
庭
の
味
を
後
生
に

残
し
て
い
き
ま
す
。

※１  「食」を通して健康づくりを推進するボランティア。
※２  郷土料理などについて知識や経験を持ち、伝承活動などに取り組む県が認定する人。
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一皿に込めた、お母さんたちの知恵と愛情

え
て
い
ま
す
。
食
材
が
24
時
間
ど

こ
で
も
手
に
入
る
現
代
、
消
費
者

は
選
択
肢
が
多
過
ぎ
て
本
当
に
体

に
良
い
物
が
何
か
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
や

ス
ー
パ
ー
が
な
い
時
代
、
し
ょ
う

ゆ
や
み
そ
は
我
が
家
で
作
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
お
金

を
出
せ
ば
手
に
入
り
、
健
康
面
よ

り
安
け
れ
ば
良
い
と
考
え
る
人
も

い
ま
す
。
郷
土
の
家
庭
料
理
は
栄

養
面
も
優
れ
て
い
ま
す
。
食
に

も
っ
と
関
心
を
持
ち
、
先
人
た
ち

の
知
恵
が
詰
ま
っ
た
郷
土
の
家
庭

料
理
を
見
直
し
て
ほ
し
い
で
す
。

郷
土
料
理
を
伝
え
て
い
く

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
強
か
っ
た

昔
と
違
い
、
今
は
人
の
つ
な
が
り

が
疎
遠
に
な
っ
て
い
ま
す
。
郷
土

の
家
庭
料
理
も
受
け
継
が
れ
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
先
人
が
作
っ
た
家
庭
料

理
を
記
録
に
残
し
な
が
ら
次
世
代

に
伝
え
て
い
く
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
食
文
化
は
、
昔
な
が
ら
の
家

庭
料
理
の
良
さ
に
新
時
代
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
も
の
を
少

し
ず
つ
プ
ラ
ス
し
て
い
か
な
い
と

伝
わ
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
ふ
る
さ

と
の
味
を
若
い
世
代
に
つ
な
げ
る

学
習
会
を
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど

ん
企
画
し
て
い
き
た
い
で
す
。

人吉球磨の伝統食を伝え広める本田さん
に郷土の家庭料理の魅力を聞きました。

家
庭
の
味
の
原
点

　
地
元
で
採
れ
た
農
産
物
を
使
っ

た
料
理
の
提
供
や
加
工
販
売
を
行

う
「
く
ま
む
ら
農
産
加
工
グ
ル
ー

プ
あ
じ
さ
い
」。
会
長
の
大お
お
む
た

無
田

ト
ミ
子
さ
ん
（
球
磨
村
）
は
、「
ふ

る
さ
と
食
の
名
人
（
※
２
）」
と

し
て
も
郷
土
料
理
の
普
及
と
継
承

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
幼
少
期
か
ら
料
理
に
興
味
が

あ
っ
た
大
無
田
さ
ん
は
、
大
人
た

ち
の
会
話
を
聞
い
て
料
理
の
作
り

方
を
習
得
。
そ
の
後
就
職
し
食
材

宅
配
を
し
て
い
た
と
き
に
、
配
達

先
の
地
元
の
方
に
教
え
て
も
ら
っ

た
家
庭
の
味
が
大
無
田
さ
ん
の
料

理
の
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
が
育
ん
だ
急
流
煮
し
め

　
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
球
磨
村

の
家
庭
料
理
「
急
流
煮
し
め
」。

料
理
名
は
、
球
磨
村
で
球
磨
川
の

流
れ
が
一
番
速
く
な
る
た
め
、
激

流
に
流
さ
れ
な
い
巨
石
に
見
立
て

て
具
材
を
大
き
く
し
て
い
る
こ
と

か
ら
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
昔
は
ど
こ
の
家
で
も
煮
し
め

が
作
っ
て
あ
り
、
誰
が
来
て
も
い

つ
行
っ
て
も
、
食
卓
に
並
ん
で
い

ま
し
た
。
作
り
方
は
、
冠
婚
葬
祭

の
と
き
な
ど
に
地
元
の
人
か
ら
教

え
て
も
ら
い
地
域
の
味
を
学
び
ま

し
た
」。
大
無
田
さ
ん
は
、
地
元

の
人
か
ら
教
わ
っ
た
味
を
継
承
す

る
た
め
、
煮
し
め
作
り
体
験
な
ど

を
通
じ
て
若
い
世
代
へ
料
理
の
普

及
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
村
の
人
た
ち
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
の
恩
返
し
と
し
て
、

素
材
を
生
か
し
た
昔
な
が
ら
の
田

舎
料
理
で
お
客
さ
ん
の
お
も
て
な

し
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」。
大

無
田
さ
ん
は
、
温
か
い
人
柄
で
家

庭
料
理
の
味
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
中
に
込
め
ら
れ
た
愛
情
を
こ
れ

か
ら
も
伝
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

農家民宿「くりの里」
牧山 規矩子さん

くまむら農産加工グループあじさい
会長  大無田 トミ子さん

家族をつなぐふるさとの味球磨郡市広報紙研究協議会合同特集
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愛
の
詰
ま
っ
た
「
家
庭
の
味
」
が

そ
れ
ぞ
れ
の
「
郷
土
料
理
」

　
緑
豊
か
な
自
然
、
清
ら
か
に
流
れ

る
球
磨
川
。
私
た
ち
は
こ
の
場
所
に

住
む
動
物
や
植
物
の
命
を
い
た
だ
い

て
命
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

　
地
域
に
伝
わ
る
郷
土
料
理
は
、
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
食
べ
る
機
会
が

減
り
、
郷
土
料
理
が
何
な
の
か
分
か

ら
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
郷

土
料
理
は
特
別
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
農
作
業
の
合
間
に
す
ぐ
食
べ

ら
れ
る
「
や
き
だ
ご
」
や
夏
場
の
暑

さ
を
和
ら
げ
栄
養
も
摂
れ
る「
冷
汁
」

な
ど
、
昔
か
ら
食
べ
る
人
を
思
っ
た

料
理
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
見
た

目
や
味
、
栄
養
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
工

夫
を
凝
ら
し
て
作
ら
れ
た
全
て
の
料

理
は
、
地
域
の
郷
土
料
理
と
し
て
、

ま
た
、
家
庭
の
味
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
家
で
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
た
と
え
こ
の
地
を
離
れ
て
も
、
私

た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
愛
の
詰
ま
っ

た
料
理
を
思
う
こ
と
で
「
あ
の
味
が

恋
し
い
」「
ふ
る
さ
と
に
帰
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
郷
土
愛
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一

人
が
家
庭
の
味
に
誇
り
を
持
ち
、
次

世
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
こ
の
地
域

の
大
切
な
味
と
魅
力
が
ず
っ
と
未
来

に
受
け
継
が
れ
て
い
く
は
ず
で
す
。

衣
食
住
の
プ
ロ
を
育
成

　
あ
さ
ぎ
り
町
の
県
立
南
稜
高

校
で
は
、
本
年
度
か
ら
文
部
科

学
省
の｢

ス
ー
パ
ー
・
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル｣

の
指
定
を
受
け
、
社

会
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
衣
食

住
の
プ
ロ
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。｢

食｣

の
分
野
で

は｢
郷
土
料
理
講
習
会｣

の
授

業
化
や
地
域
野
菜
、
シ
カ
・
イ

ノ
シ
シ
肉
を
使
っ
た
商
品
開

発
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

｢

ふ
る
さ
と
の
良
さ｣

を
実
感

　
同
高
校
の
生
活
経
営
科
で

は
、「
故
郷
の
味
を
再
発
見
」

を
目
標
に
郷
土
料
理
の
授
業
を

年
10
回
以
上
実
施
。
同
科
の
３

年
生
22
人
は｢

く
ま
も
と
ふ
る

さ
と
食
の
名
人｣

の
本
村
イ
サ

子
さ
ん(

あ
さ
ぎ
り
町)

か
ら
料

理
を
習
っ
て
い
ま
す
。

　
9
月
12
日
に
行
わ
れ
た
実
習

の
献
立
は
、
山
菜
お
こ
わ
と
つ

ぼ
ん
汁
、
切
り
干
し
大
根
の
酢

の
物
、
ね
っ
た
ん
ぼ
、
あ
ん
入

り
ち
ま
き
の
５
品
。
テ
ー
ブ
ル

に
は
、
山
菜
や
ニ
ン
ジ
ン
、
カ

ボ
ス
な
ど
色
と
り
ど
り
の
地
元

地
元
の

｢

宝｣

を

大
切
に
し
て
ほ
し
い

　
私
は
農
家
の
家
に
生
ま
れ
、
農

作
業
を
し
な
が
ら
そ
の
農
産
物
を

使
っ
た
料
理
を
作
り
続
け
て
き
ま

し
た
。
今
は
自
宅
で
米こ
め
こ
う
じ麹や
ユ
ズ

な
ど
を
使
っ
た
加
工
品
を
手
が

け
、
地
元
の
物
産
館
に
も
出
品
し

て
い
ま
す
。

　
郷
土
料
理
を
通
し
て
生
徒
の
皆

さ
ん
に
「
地
元
に
あ
る
財
産
」
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
10
年
以

上
前
か
ら
南
稜
高
校
の
生
徒
に

料
理
を
教
え
て
い
ま
す
。
実
習
後

に
生
徒
た
ち
か
ら
イ
ラ
ス
ト
入
り

の
感
想
文
を
も
ら
い
ま
す
が
、｢

家
で
も
作
っ
て
み
た
い｣

な
ど
と

書
い
て
あ
り
、
毎
年
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
進
路
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま

す
が
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
ふ
る
さ

と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。将
来
子
ど
も
が
で
き
た
と
き
、

｢
ふ
る
さ
と
に
は
こ
ん
な
料
理
も

あ
る
ん
だ
よ｣

と
料
理
を
伝
え
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

郷
土
料
理
を
勉
強
し
て

次
の
世
代
に
つ
な
げ
た
い

　
母
と
一
緒
に
お
菓
子
作
り
を

し
て
い
て
料
理
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
保
育
園

の
こ
ろ
か
ら
母
や
祖
母
に
料
理

を
教
わ
り
、
小
学
校
５
年
生
の

こ
ろ
に
は
母
が
仕
事
で
遅
く
な

る
と
き
は
夕
食
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
初
め
は
上
手
に
作
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、「
お
い
し
い
」

と
言
わ
れ
る
の
が
う
れ
し
く
て

さ
ら
に
料
理
好
き
に
！ 

高
校

は
料
理
が
学
べ
る
南
稜
高
校
に

進
学
し
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
は
愛
知
県
で
調

理
関
係
の
仕
事
に
就
き
ま
す
。

将
来
は
お
菓
子
屋
さ
ん
と
し
て

自
分
の
店
を
持
つ
の
が
目
標
で

す
。
今
日
作
っ
た｢

つ
ぼ
ん
汁

｣

は
家
族
み
ん
な
大
好
き
。
ふ

る
さ
と
を
離
れ
ま
す
が
今
回
の

実
習
を
通
し
て
、
昔
か
ら
受
け

継
が
れ
る
郷
土
料
理
を
し
っ
か

り
勉
強
し
、
次
の
世
代
に
つ
な

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

人吉球磨 肥後さがら路のおごちそう
販売場所　清藤書店（人吉市五日町５）、
　　　　　町屋ギャラリー立山（人吉
　　　　　市中青井町311）、樹

き そ う か ん

想館
　　　　　（人吉市鶴田町31−６）
料　金　800円
問合せ　ふるさとの食 指南書作成委員会
　　　   会長 山上 日出世さん（☎２３−５５７６）

ムラのかあさん
レシピ集
販売場所
ひまわり亭（人吉市
矢黒町1880−２）
料　金　1,000円
問合せ　郷土の家庭料理 ひまわり亭　　
　　　　（☎２２−１０４４）

人吉球磨の家庭料理のレシピ本販売中！

食
材
が
並
び
ま
し
た
。

　｢

山
菜
お
こ
わ
は
、
み
り
ん

の
代
わ
り
に
赤
酒
を
使
っ
て
仕

上
げ
る｣

｢

球
磨
地
方
で
は
端

午
の
節
句
に
、
子
ど
も
が
す
く

す
く
と
育
つ
よ
う
に
あ
ん
入
り

の
ち
ま
き
を
作
る｣

｢

タ
ケ
ノ

コ
の
皮
は
抗
菌
作
用
が
あ
り
、

包
装
紙
代
わ
り
に
使
う｣

。
本

村
さ
ん
は
笑
顔
を
交
え
な
が
ら

生
徒
に
先
人
の
知
恵
を
伝
授
。

生
徒
た
ち
は
、
本
村
さ
ん
の
話

や
手
つ
き
か
ら
ふ
る
さ
と
の
味

を
学
び
ま
し
た
。
作
っ
た
料
理

は
、
本
村
さ
ん
と
生
徒
た
ち
が

一
緒
に
料
理
の
出
来
を
話
し
な

が
ら
食
べ
ま
し
た
。
　

　
郡
市
内
外
に
進
学
・
就
職
を

控
え
る
３
年
生
。こ
の
実
習
は
、

生
徒
に
と
っ
て｢

ふ
る
さ
と
の

良
さ｣
を
学
ぶ
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ふるさとの食の味
み ら い

来
深い愛情が込められた郷土料理を未来に残すため、郷土愛を
育むために南稜高校で取り組まれている授業を紹介します。

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

くまもとふるさと食の名人
本村 イサ子さん

南稜高校生活経営科３年
荒川 蓮

れ ん な

菜さん（あさぎり町）

▲本村さんが料理の技を生徒に伝授

郷土の家庭料理を教える本村さんと教わった高校生に話を聞きました。

一緒に料理を楽しむ柿
かきやま

山順
じゅんこ

子さんと孫の千
ち り

里さん（多良木町）

家族をつなぐふるさとの味球磨郡市広報紙研究協議会合同特集
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ー
・
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル｣

の
指
定
を
受
け
、
社

会
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
衣
食

住
の
プ
ロ
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。｢

食｣

の
分
野
で

は｢

郷
土
料
理
講
習
会｣

の
授

業
化
や
地
域
野
菜
、
シ
カ
・
イ

ノ
シ
シ
肉
を
使
っ
た
商
品
開

発
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

｢

ふ
る
さ
と
の
良
さ｣

を
実
感

　
同
高
校
の
生
活
経
営
科
で

は
、「
故
郷
の
味
を
再
発
見
」

を
目
標
に
郷
土
料
理
の
授
業
を

年
10
回
以
上
実
施
。
同
科
の
３

年
生
22
人
は｢

く
ま
も
と
ふ
る

さ
と
食
の
名
人｣

の
本
村
イ
サ

子
さ
ん(

あ
さ
ぎ
り
町)

か
ら
料

理
を
習
っ
て
い
ま
す
。

　
9
月
12
日
に
行
わ
れ
た
実
習

の
献
立
は
、
山
菜
お
こ
わ
と
つ

ぼ
ん
汁
、
切
り
干
し
大
根
の
酢

の
物
、
ね
っ
た
ん
ぼ
、
あ
ん
入

り
ち
ま
き
の
５
品
。
テ
ー
ブ
ル

に
は
、
山
菜
や
ニ
ン
ジ
ン
、
カ

ボ
ス
な
ど
色
と
り
ど
り
の
地
元

地
元
の

｢

宝｣

を

大
切
に
し
て
ほ
し
い

　
私
は
農
家
の
家
に
生
ま
れ
、
農

作
業
を
し
な
が
ら
そ
の
農
産
物
を

使
っ
た
料
理
を
作
り
続
け
て
き
ま

し
た
。
今
は
自
宅
で
米こ
め
こ
う
じ麹や
ユ
ズ

な
ど
を
使
っ
た
加
工
品
を
手
が

け
、
地
元
の
物
産
館
に
も
出
品
し

て
い
ま
す
。

　
郷
土
料
理
を
通
し
て
生
徒
の
皆

さ
ん
に
「
地
元
に
あ
る
財
産
」
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
10
年
以

上
前
か
ら
南
稜
高
校
の
生
徒
に

料
理
を
教
え
て
い
ま
す
。
実
習
後

に
生
徒
た
ち
か
ら
イ
ラ
ス
ト
入
り

の
感
想
文
を
も
ら
い
ま
す
が
、｢

家
で
も
作
っ
て
み
た
い｣

な
ど
と

書
い
て
あ
り
、
毎
年
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　
進
路
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま

す
が
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
ふ
る
さ

と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。将
来
子
ど
も
が
で
き
た
と
き
、

｢

ふ
る
さ
と
に
は
こ
ん
な
料
理
も

あ
る
ん
だ
よ｣

と
料
理
を
伝
え
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

郷
土
料
理
を
勉
強
し
て

次
の
世
代
に
つ
な
げ
た
い

　
母
と
一
緒
に
お
菓
子
作
り
を

し
て
い
て
料
理
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
保
育
園

の
こ
ろ
か
ら
母
や
祖
母
に
料
理

を
教
わ
り
、
小
学
校
５
年
生
の

こ
ろ
に
は
母
が
仕
事
で
遅
く
な

る
と
き
は
夕
食
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
初
め
は
上
手
に
作
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、「
お
い
し
い
」

と
言
わ
れ
る
の
が
う
れ
し
く
て

さ
ら
に
料
理
好
き
に
！ 

高
校

は
料
理
が
学
べ
る
南
稜
高
校
に

進
学
し
ま
し
た
。

　
高
校
卒
業
後
は
愛
知
県
で
調

理
関
係
の
仕
事
に
就
き
ま
す
。

将
来
は
お
菓
子
屋
さ
ん
と
し
て

自
分
の
店
を
持
つ
の
が
目
標
で

す
。
今
日
作
っ
た｢

つ
ぼ
ん
汁

｣

は
家
族
み
ん
な
大
好
き
。
ふ

る
さ
と
を
離
れ
ま
す
が
今
回
の

実
習
を
通
し
て
、
昔
か
ら
受
け

継
が
れ
る
郷
土
料
理
を
し
っ
か

り
勉
強
し
、
次
の
世
代
に
つ
な

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

人吉球磨 肥後さがら路のおごちそう
販売場所　清藤書店（人吉市五日町５）、
　　　　　町屋ギャラリー立山（人吉
　　　　　市中青井町311）、樹

き そ う か ん

想館
　　　　　（人吉市鶴田町31−６）
料　金　800円
問合せ　ふるさとの食 指南書作成委員会
　　　   会長 山上 日出世さん（☎２３−５５７６）

ムラのかあさん
レシピ集
販売場所
ひまわり亭（人吉市
矢黒町1880−２）
料　金　1,000円
問合せ　郷土の家庭料理 ひまわり亭　　
　　　　（☎２２−１０４４）

人吉球磨の家庭料理のレシピ本販売中！

食
材
が
並
び
ま
し
た
。

　｢

山
菜
お
こ
わ
は
、
み
り
ん

の
代
わ
り
に
赤
酒
を
使
っ
て
仕

上
げ
る｣

｢

球
磨
地
方
で
は
端

午
の
節
句
に
、
子
ど
も
が
す
く

す
く
と
育
つ
よ
う
に
あ
ん
入
り

の
ち
ま
き
を
作
る｣

｢

タ
ケ
ノ

コ
の
皮
は
抗
菌
作
用
が
あ
り
、

包
装
紙
代
わ
り
に
使
う｣

。
本

村
さ
ん
は
笑
顔
を
交
え
な
が
ら

生
徒
に
先
人
の
知
恵
を
伝
授
。

生
徒
た
ち
は
、
本
村
さ
ん
の
話

や
手
つ
き
か
ら
ふ
る
さ
と
の
味

を
学
び
ま
し
た
。
作
っ
た
料
理

は
、
本
村
さ
ん
と
生
徒
た
ち
が

一
緒
に
料
理
の
出
来
を
話
し
な

が
ら
食
べ
ま
し
た
。
　

　
郡
市
内
外
に
進
学
・
就
職
を

控
え
る
３
年
生
。こ
の
実
習
は
、

生
徒
に
と
っ
て｢

ふ
る
さ
と
の

良
さ｣

を
学
ぶ
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ふるさとの食の味
み ら い

来
深い愛情が込められた郷土料理を未来に残すため、郷土愛を
育むために南稜高校で取り組まれている授業を紹介します。

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

くまもとふるさと食の名人
本村 イサ子さん

南稜高校生活経営科３年
荒川 蓮

れ ん な

菜さん（あさぎり町）

▲本村さんが料理の技を生徒に伝授

郷土の家庭料理を教える本村さんと教わった高校生に話を聞きました。

一緒に料理を楽しむ柿
かきやま

山順
じゅんこ

子さんと孫の千
ち り

里さん（多良木町）

家族をつなぐふるさとの味球磨郡市広報紙研究協議会合同特集
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く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　
く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
は
、
利
用
施
設（
病
院
、
診
療
所
、
薬

局
、
介
護
施
設
な
ど
）を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
び
、
参
加
者（
患
者
）の
診
療
、
調
剤

お
よ
び
介
護
に
必
要
な
情
報
を
共
有
す
る

も
の
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

質
の
高
い
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

■
参
加
方
法

　
く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
利
用
し
て
い
る
利
用
施
設
に
「
く

ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参

加
同
意
書
」
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
※
参
加
無
料

※
今
年
度
、
地
域
の
中
核
的
な
医
療
機
関

な
ど
か
ら
順
次
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を

行
う
計
画
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
時

点
で
全
て
の
医
療
・
介
護
関
係
機
関
で

利
用
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
わ
せ
先
】

く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
公
益
社
団
法
人 
熊
本
県
医
師
会
内
）

　
☎
０
１
２
０

−

２
５

−

３
７
３
５

の保健福
祉

ひろば

４月の小児科在宅当番医

２日㈰ 公立多良木病院　小児科
９日㈰ 増田クリニック小児科
16日㈰ たかはし小児科内科医院
23日㈰ やまむら医院
29日㈷ 人吉医療センター　小児科
30日㈰ 増田クリニック小児科

４２－２５６０
２２－３５７０
２４－２２２２
４５－０００５
２２－２１９１
２２－３５７０

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

　

春
の
日
差
し
が
心
地
よ
く
な
り
ま
し

た
ね
。

　
お
出
か
け
も
楽
し
い
季
節
。「
ち
ゃ
ち
ゃ

ク
ラ
ブ
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
２
月
は
、
折
り
紙
で
お
雛
飾
り
を
作
り

ま
し
た
。

　

４
月
は
、
親
子
体
操
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
友
達
を

誘
っ
て
、
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い

♪【
問
合
せ
先
】

　
福
祉
係

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

■日時／４月１９日（水）９：３０より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、１４日（金）までお知らせください。

　
完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、人
吉
市・

球
磨
郡
で
毎
週
２
回
開
催
。

　
年
金
の
専
門
家　
社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
開
催
日

○
人
吉
東
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
〈
月
曜
日
〉

　
　
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
５
日
・
19
日

○
錦
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
〈
水
曜
日
〉

　
　
12
日
・
26
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　
国
保
係
ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所

　
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

−

３
５

−

６
１
２
３
）

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
４
月
分
〉



14

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

保健福祉のひろば

■後期高齢者医療制度の対象者
・75 歳以上の方（75 歳の誕生日から自動的に加入）
・65 歳から 75 歳未満の方で一定の障がいがある方 ※

　　　　　　　　　　　　　　　（村に申請し、広域連合の認定を受けた日から加入）
※一定の障がいがある方とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１〜３級および４級の一部の方などです。一定の障がいに

該当する方の加入（障がいの認定申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請することができ、いつでも撤回することができ
ます。ただし、過去にさかのぼって申請、撤回することはできません。また、生活保護を受けている方および外国人の方で在留期間
が３か月未満である方などは対象になりません。

■平成 28・29 年度の保険料率
保険料は被保険者一人ひとりが納めます。また、保険料率は２年ごとに見直され、熊本県内で均一となります。

■保険料の見直しについて
所得が低い方や被用者保険加入者 ※ に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減されますが、一部軽減割
合などが見直されます。　※ 被用者保険…協会けんぽ、健保組合、共済組合など

※均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や
　譲渡所得特別控除の適用前になります。
　また、年金所得については１５万円を控除した額で判定します。 【問合せ先】国保係

後期高齢者医療被保険者の方へ
平成 29 年度は保険料の軽減内容が見直されます

保険料額（年額）
※ 年額５７万円が上限

＝ ＋
均 等 割 額

（被保険者１人当たり）
４７，９００円

所 得 割 額
〔 総所得金額等－ 33 万円（基礎控除） 〕

× 所得割率  9.26％

継続

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額などの合計額が 被保険者の総所得金額などが

「基礎控除（33 万円）」＋
58 万円を超えない場合

資格を得た日の前日まで、
被用者保険加入者に扶養
されていた方の均等割額が

拡大 見直し

「基礎控除額（33万円）」を
超えない世帯で、被保険者
全員の年金収入の控除額を
それぞれ８０万円として計
算したうえで、所得が０円
となる場合 H28 年度

５割軽減

H28 年度
均等割額
９割軽減

（所得割額は
かかりません）

所得割額を
H29 年度
２割軽減

H29 年度
均等割額
７割軽減

（所得割額は
かかりません）

「基礎控除額（33万円）」を
超えない世帯

均等割額を９割軽減

均等割額を５割軽減

均等割額を２割軽減

均等割額を 8.5 割軽減

「基礎控除額（33万円）」＋
「２７万円× 世帯の被保険
者数」を超えない世帯（拡大）

「基礎控除額（33万円）」＋
「４９万円× 世帯の被保険
者数」を超えない世帯（拡大）

均等割額 5割・2割
軽減対象者の拡大
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の
変
更
は
、
法
律
に
よ
り
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
登
記
地
目
が
「
田
」「
畑
」
以

外
の
「
宅
地
」「
山
林
」「
原
野
」

な
ど
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
土
地

を
含
む
地
域
を
一
体
的
に
考

え
、
今
後
農
用
地
と
し
て
の
利

用
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
と
判
断

さ
れ
、
農
用
地
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
土
地
も
あ
り
ま
す
。

■
申
請
を
行
わ
ず
無
許
可
で
開
発

行
為
を
行
っ
た
場
合
は
、
事
業

の
中
止
や
原
状
回
復
を
求
め
ら

れ
、
農
振
法
な
ど
に
お
い
て
罰

則
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

相
良
村
役
場　

産
業
振
興
課

　

☎
３
５

−

１
０
３
４（
直
通
）

　

熊
本
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃

金
が
改
定
さ
れ
、
昨
年
よ
り
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

時
間
額
７
５
９
円

　
（
平
成
28
年
12
月
15
日
か
ら
）

■
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

関
製
造
業

　

時
間
額
８
０
８
円

　
（
平
成
28
年
11
月
24
日
か
ら
）

■
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　

時
間
額
７
１
５
円

　
（
平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら
）

　

特
定
最
低
賃
金
に
は
、
適
用
範

囲
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
【
問

合
せ
先
】
ま
で
。

【
問
合
せ
先
】

　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
９
６

−

３
５
５

−

３
２
０
２

　

人
吉
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
２
２

−

５
１
５
１

　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
や
宅

地
の
建
設
な
ど（
開
発
行
為
）を
検

討
さ
れ
る
方
は
、
そ
の
土
地
が
農

用
地
区
域
※
に
指
定
さ
れ
て
い
る

土
地
で
は
な
い
か
、
必
ず
事
前
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
土
地
で
あ
れ
ば
、
事
業
を
始
め

る
前
に
除
外
申
請
し
、
村
お
よ
び

県
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※
農
用
地
区
域
は
、
農
業
上
の
利

用
を
確
保
す
る
た
め
に
定
め
ら

れ
た
地
域
で
す
。
そ
の
区
域
内

に
あ
る
土
地
の
農
業
以
外
の
目

的（
宅
地
、
太
陽
光
発
電
設
備
、

駐
車
場
、
資
材
置
場
な
ど
）へ

おしらせ

太
陽
光
設
置
や
宅
地
の
建
設
な

ど
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
へ

農
用
地
区
域
の
確
認
を
！

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

最
低
賃
金
！

保健福祉のひろば

相
良
村
多
子
世
帯
入
学

祝
金
を
支
給
し
ま
す

平
成
29
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
額
は

月
額
１
６
，４
９
０
円
で
す

子
育
て
に
伴
う
家
計
の
負
担
の
軽

減
や
、
村
の
定
住
促
進
お
よ
び
少

子
化
対
策
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　
次
の
要
件
を
満
た
す
方

・
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
な

ど
に
入
学
し
た
第
３
子
以
降

の
子
を
育
て
て
い
る
こ
と

・
対
象
の
子
ど
も
の
小
学
校
お

よ
び
中
学
校
の
卒
業
時
に
、

子
ど
も
と
村
内
に
１
年
以
上

定
住
し
て
い
る
こ
と

・
対
象
の
子
ど
も
の
中
学
校
お

よ
び
高
等
学
校
な
ど
に
入
学

後
、
引
き
続
き
村
内
に
定
住

が
見
込
ま
れ
る
こ
と

■
祝
金
の
額

・
中
学
校
入
学　
　
　
３
万
円

・
高
等
学
校
等
入
学　
５
万
円

■
申
請
書
の
提
出
期
限

　
入
学
し
た
日
か
ら
60
日
以
内

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

⑴
戸
籍
謄
本（
対
象
の
子
ど
も

が
分
か
る
戸
籍
）※
村
に
本

籍
が
あ
り
、
続
柄
が
確
認
で

き
れ
ば
添
付
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

⑵
入
学
し
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
書
類
（
在
学
証
明
書
、
生

徒
手
帳
の
写
し
な
ど
）

⑶
保
護
者
の
方
の
預
金
通
帳

⑷
印
鑑　
※
認
め
印
可

【
問
合
せ
先
】
福
祉
係

　
相
良
村
で
は
、
中
学
校
お
よ
び

高
等
学
校
な
ど
に
入
学
す
る
第
３

子
以
降
の
子
ど
も
を
育
て
る
保
護

者
な
ど
に
対
し
、
多
子
世
帯
入
学

祝
金
を
支
給
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

■
前
納
制
度（
保
険
料
の
前
払
い
）

の
ご
利
用
を

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、

毎
月
払
い
に
比
べ
て
割
引
が
適

用
さ
れ
、
大
変
お
得
で
す
。
口

座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
に
よ
る
前
納
の
新
規
申
込

み
は
２
月
で
終
了
し
ま
し
た

が
、
現
金
で
の
納
付
は
５
月
１

日
（
月
）
ま
で
受
付
け
て
お
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
前

納
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
現
金
で
の
前
納
制
度
を
利
用
し

た
場
合
の
割
引
額

〈
２
年
分
前
納
〉１
４
，４
０
０
円

〈
１
年
分
前
納
〉　
３
，５
１
０
円

〈
６
か
月
分
前
納
〉　
８
０
０
円

【
問
合
せ
先
】
国
保
係
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香
典
返
し
〈
２
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

髙
田
　
清
春
さ
ん

（
故
ミ
サ
エ
さ
ん
・
新
村
）

恒
松
　
秀
嗣
さ
ん

（
故
ス
ミ
エ
さ
ん
・
平
原
）

▼
今
月
号
よ
り
、新
企
画「
相

良
百
景
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
相
良
写
真
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
に
も
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

知
ら
れ
て
い
な
い
、
村
の
絶

景
ス
ポ
ッ
ト
を
お
伝
え
で
き

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
い
い

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
！

▼
球
磨
郡
市
合
同
特
集（
7

ペ
ー
ジ
）は
今
回
で
３
回
目
。

ふ
る
さ
と
の
味
を
後
世
に
伝

え
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
パ

ワ
ー
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
他
市
町
村
の
広
報
紙

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
て
み
て
は
？
。
○園

世帯数 1,658世帯（＋3）  男 2,199人（△9）  女 2,424人（△13）  計 4,623人（△22）相良村の人口と世帯（2月末現在）
※（　）内は、先月末との差です。※外国人住民を含めた集計です。

編
集
後
記

ひ
と
り
ご
と

　

平
成
29
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料

率
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
加
入
者
の

皆
さ
ま
の
医
療
と
健
康
を
支
え
る

た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
本

年
４
月
分
の
保
険
料
か
ら
改
定

さ
れ
ま
す
。

■
保
険
料
率

　
〈
現　

行
〉
10
．10
％

　
〈
改
定
後
〉
10
．14
％

（
０
．０
４
％
引
き
上
げ
）

■
介
護
保
険
料
率

　
〈
現　

行
〉
１
．58
％

　
〈
改
定
後
〉
１
．65
％

（
０
．０
７
％
引
き
上
げ
）

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方（
介

護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
）は
、

健
康
保
険
料
率
に
介
護
保
険
料

率
が
加
わ
り
、
11
．79
％
と
な

り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部

　

☎
０
９
６

−

３
４
０

−

０
２
６
１

１
．自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
公
募
）

■
募
集
期
間

　

平
成
29
年
４
月
７
日（
金
）ま
で

■
試
験
日

　

平
成
29
年
４
月
15
日（
土
）

■
試
験
会
場　

健
軍
駐
屯
地

２
．幹
部
候
補
生

■
募
集
期
間

　

平
成
29
年
５
月
５
日（
金
）ま
で

■
一
次
試
験
日
・
場
所

　

・
筆
記
試
験

　
　

平
成
29
年
５
月
13
日（
土
）

　

・
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査

　
　
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

　
　

平
成
29
年
５
月
14
日（
日
）

■
試
験
会
場

　

熊
本
地
方
合
同
庁
舎
ま
た
は

　

青
年
会
館

　

試
験
内
容
お
よ
び
受
験
資
格

者
、申
込
み
方
法
に
つ
い
て
は【
問

合
せ
先
】
ま
で

【
問
合
せ
先
】

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

人
吉
地
域
事
務
所

☎
２
２

−

４
７
０
４

■
受
験
資
格

⑴
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

⑵
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
次
に
掲
げ
る
方

①
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び

平
成
30
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
方

■
試
験
の
程
度

　

大
学
卒
業
程
度

■
申
込
受
付
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）か
ら

平
成
29
年
４
月
12
日（
水
）ま
で

（
受
信
有
効
）

■
第
１
次
試
験

　

平
成
29
年
６
月
11
日（
日
）

　

申
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
「
採
用
試
験

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３

−

３
５
８
１

−

５
３
１
１

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係

☎
０
９
６

−

３
５
４

−

６
１
７
１ 

人
吉
税
務
署

☎
０
９
６
６

−

２
３

−

２
３
１
１

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー　

～
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
～　

こ
こ
ん　

は
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ

も
り
、
不
登
校
な
ど
熊
本
県
の
子

ど
も
・
若
者
を
対
象
と
し
た
総
合

相
談
窓
口
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
必
要
に
応
じ
て
更

に
適
切
な
支
援
を
提
供
で
き
る
機

関
と
連
携
し
、
利
用
者
が
よ
り
よ

い
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
熊
本
県（
熊
本
市
を

除
く
）に
お
住
ま
い
の
15
歳
か
ら

40
歳
未
満
の
方
と
、
そ
の
家
族
、

友
人
・
知
人
の
方
で
す
。
１
人
で

抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
～
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
～

こ
こ
ん

☎
０
９
６

−

３
８
７

−
７
０
０
０

未
来
は
、一
本
の
電
話
か
ら
。

お
悩
み
の
時
は
、『
こ
こ
ん
』へ

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率

が
改
定
さ
れ
ま
す

自
衛
官
等
試
験

国
税
専
門
官
採
用
試
験

試
験

マスコットキャラクター
COCON（ここん）
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村長エッセー 「一歩踏み出す」

　３月 14 日（火）は、相良中学校の卒業式でした。小・中学校の義務教育課

程を修了した 47 名の生徒が次のステージへと進むスタートの場面でもあり

ます。6 年前の東日本大震災と 1 年前の熊本地震においては、多くの被災に

遭われた方がおられます。家族や同級生と離ればなれになり、学び舎を失っ

た被災者の中学 3 年生の子どもたちのことを考えるとき、きょうこの相良の

体育館で、保護者や同級生と共に卒業を祝い合えることは実に幸せなことだ

と思いました。

☆

　卒業式の祝辞で「一歩踏み出した者にしか見えない景色がある」と話しました。つまりは「一歩踏み出

した努力をした者にしか見えない人生の素晴らしい景色があるよ。それを見たいと思わない？」というこ

とです。努力する人は将来の夢を語ります。努力しない人は不満を言います。一度しかない人生、人のせ

いにしても始まりません。相良の子どもたちには素晴らしい人生の景色を見てもらいたい、そのためには

一歩踏み出す努力をしてほしいとの願いです。

☆

　ところで、相良村の人口は 4700 人。役場は相良村内の深水にあります。当然に相良村は熊本県の市町

村に囲まれています。

　しかし全国を見渡すと、様々な村があります。沖縄県・

読
よみ
谷
たん
村
そん
の人口は4万1千人で人吉市の 3 万 4 千人より多く、

東京都・青ヶ島村の人口は 160 人で相良村の小さな行政

区程度です。鹿児島県・三島村などは村内に役場はなく、

直線距離でも 100 ㎞は離れた鹿児島市に役場があります。

村長や役場職員は鹿児島市民ですから、村長は自分の選挙

に投票はできず、鹿児島市長選挙に投票という笑えない

事態があります。和歌山県・北山村は周りが和歌山県の町村ではなく、奈良県と三重県の町村に挟まれた

「飛び地」の村です。

　小さいと思っていた相良村が実は意外に大きく、必ずしも村内・県内に役場があり村長がいるとは限ら

ないのです。まだまだ全国には様々な環境・条件の異なる自治体があります。しかし共通することは、経

済成長が鈍化する成熟した社会の先行き不透明の中、1 人の人間と同じく村も「一歩踏み出した努力をし

た村にしか見えない、わが村の素晴らしい景色を見ようとしている」ということです。

　相良村が取組むフランスのヴァレンタイン村との連携も一歩踏み出した努力の一つであります。

☆

　この季節、卒業・入学式など続きますが、それは別れと同時に新たな出会いの季節であります。相良の

子どもたちが新たなステージで誇りある相良村民として頑張ることを期待します！

相良村長

德 田  正 臣

３つの島からなる鹿児島県三島村

三島村役場



その３
作　梅田 民代
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★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月２５日です。
　（２５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

４月の行事予定 変更になる場合もあります
◆保健福祉関係
●教育委員会ほか

日付 曜日 行事など その他
1 土
2 日

3 月 ◆母子健康手帳交付・両親学級
　（受付9:00～9:20　ふれあいセンター） ●総合体育館休館日

4 火
5 水
6 木 ●春の全国交通安全運動（15日まで） ●ノーテレビデー・ノーゲームデー
7 金
8 土
9 日
10 月 ●村内小中学校始業式 ●総合体育館休館日

11 火 ●村内小中学校入学式
◆７か月児育児学級（山江会場）（H28.9生）

12 水
13 木 ◆健康教室 ●ノーテレビデー・ノーゲームデー
14 金
15 土
16 日

17 月 ◆母子健康手帳交付・両親学級
　（受付9:00～9:20　ふれあいセンター） ●総合体育館休館日

18 火
19 水 ◆ちゃちゃクラブ

20 木 ◆3～4か月児健診（相良会場）
　（H28.12.6～H29.1.5生） ●ノーテレビデー・ノーゲームデー

21 金 ●中学校PTA総会
22 土

23 日 ●相良村議会議員一般選挙
　投票時間午前７時～午後７時

24 月 ●総合体育館休館日
25 火 ◆1歳6か月児健診（H27.7～9生）

26 水 ◆健康運動教室
●収納窓口延長（税務課）午後7時まで

27 木 ●ノーテレビデー・ノーゲームデー
28 金 ●南北小学校PTA総会

29 土 ●ふれあいゴルフ　集合8：00　開始9：00　
　チェリーゴルフ人吉コース ●昭和の日

30 日

南小学校 北小学校 中学校

4
　
月

10日 始業式
11日 入学式
14日 見知り遠足
17日 家庭訪問開始
18日 全国学力・学習
　　 状況調査
19日 身体力テスト
28日 PTA総会

10日 始業式
11日 入学式
14日 見知り遠足
18日 全国学力・学習
　　 状況調査
20日 交通教室
25・26日 家庭訪問
28日 PTA総会

10日 始業式
11日 入学式
14日 歓迎遠足
21日 PTA総会
17～25日 家庭訪問

5
　
月

26日 地域連携協議会 １日 茶摘み
12日 体力テスト
28日 PTA美化作業

８日 振替休業日
14日 体育大会
15日 振替休業日

第 18回

いこい♪図書館担当：相良北小学校　鳥原

【相良北小学校図書館『ことばのもり』】
◦図書蔵書数・・・７,６２４冊
◦貸出・返却日・・月～金（祝祭日は休み）午前８時～午後４時
◦貸出期間・・・・・１週間３冊（長期休業中は５冊）

☆ご利用についてのお問い合わせは、各学校の担当までお願いします。
担当　中学校：鵜口（35-0050）　南小：山口（35-0009）　北小：鳥原（36-0122）

今回紹介した本は、相良北小学校でも借りることができます

※小・中学校の４月、５月の大まかな行事

【本のおすすめコーナー】

写真・文：川島 敏生
アリス館

『１ねん１くみの１にち』

　もうすぐ新年度！小学校では新しい仲間になる
子も、迎える子もドキドキの春です。
　この本は小学１年生の１日を撮った写真集。１
年生になった人もこれからの人も、ドキドキを体
験できます。
　吹き出しの台詞を追いかけながら、懐かしさや
違いの発見、共感など、読む人や年代で感想が変
わる１冊です。レッツ体験入学！



Pick Up Person

壁
い
っ
ぱ
い
に
並
ぶ
絵
画
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
香
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に

は
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。
自
宅
を
自
ら
改
装
し
た
ア
ト
リ
エ

で
創
作
活
動
を
続
け
る
福
嶋
格
輝
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
１
本
の
絵
筆

　

福
嶋
さ
ん
は
人
吉
市
出
身
。
建
築
関
係
の
仕
事
で
全
国
を

転
々
と
し
、
定
年
退
職
後
、
父
親
の
実
家
の
相
良
村
に
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
絵
を
描
き
始
め
た
の
は
40
代
の
こ
ろ
。「
娘
が

高
校
の
美
術
課
程
を
終
え
、
使
わ
な
く
な
っ
た
絵
の
具
と
筆
を

家
に
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
こ
れ
を
も
っ
た
い
な
く
思
い
、
手

に
取
っ
た
の
が
始
ま
り
」
と
き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

　

福
嶋
さ
ん
の
師
と
も
い
え
る
存
在
は
ゴ
ッ
ホ
。
絵
の
具
を
大

胆
に
使
っ
て
表
現
す
る
明
る
さ
と
激
し
さ
に
惚
れ
、『
ひ
ま
わ

り
』
な
ど
多
く
の
作
品
を
模
写
し
、
腕
を
磨
き
ま
し
た
。「
絵
画

に
終
わ
り
は
な
い
。
自
然
界
に
あ
る
も
の
は
、
例
え
ば
白
色
だ

と
思
っ
て
も
黄
色
が
か
っ
て
い
た
り
、
緑
色
が
混
じ
っ
て
い
た

り
…　

絵
の
具
一
色
で
は
到
底
表
現
で
き
な
い
。
筆
を
置
く
ま

で
永
遠
と
描
き
続
け
ら
れ
る
」
と
魅
力
を
語
る
福
嶋
さ
ん
。
村

移
住
後
は
人
吉
球
磨
総
合
美
展
に
出
品
す
る
な
ど
活
動
を
本
格

化
。
ま
た
、
書
道
や
写
真
も
手
が
け
、
芸
術
の
幅
を
広
げ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り

　

相
良
北
小
学
校
に
は
、
福
嶋
さ
ん
の
作
品
が
多
く
展
示
し
て

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
気
持
ち
が
人
一
倍
強
い

福
嶋
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に
芸
術
に
触
れ
て
ほ
し
い
の
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
を
込
め
て
い
ま
す
。「
自
分

の
子
ど
も
は
今
も
誰
か
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
。
そ
の
感

謝
を
、
私
は
村
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
返
し
て
い
る
」
と

想
い
を
語
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
福
嶋
さ
ん
は
地
域
に
寄
り

添
い
、
見
守
り
な
が
ら
作
品
を
生
み
出
し
続
け
ま
す
。

相良北小学校
児童との合作

Art Collection

福
嶋　

格の
り

輝み
つ

さ
ん（
初
神
）

芸
術
に
終
わ
り
は
な
い
。

子
ど
も
さ
ん（
赤
ち
ゃ
ん
）の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
誕

生
日
の
記
念
に
い
か
が
で
す
か
？

イ
チ
バ
ン
ち
ゃ
ん

募
集
中
!!

メッセージ

〈問合せ先〉
総務課35-0211

わがやのイチバン

Vol.441
村

木
/茶

村
花

/福
寿

草
村

鳥
/セ

キ
レ

イ

「すくすくと元気に育ってね！」

お
父
さ
ん

：

太
志
さ
ん

お
母
さ
ん

：

絵
里
奈
さ
ん

前ま

え

崎さ

き 

肇
は
じ
め 

く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　（
松
葉
）

生
年
月
日:

平
成
28
年
11
月
12
日

【
今
月
の
表
紙
】

い
た
だ
き
ま
す
！

家族をつなぐふるさとの味
球磨郡市広報紙研究協議会合同特集

「
い
た
だ
き
ま
す
！
」
と
元
気
に
手

を
合
わ
せ
る
椎
葉
富
雄
さ
ん
と
孫
の

敦あ
つ

陽ひ

く
ん
４
歳（
湯
前
町
）。
人
吉
球

磨
地
域
の
ふ
る
さ
と
の
味
を
見
直
し
、

守
り
続
け
る
大
切
さ
を
考
え
ま
す
。

編
集

・
発

行
／

熊
本

県
球

磨
郡

相
良

村
総

務
課

〒
868-8501 熊

本
県

球
磨

郡
相

良
村

大
字

深
水

2500番
地

1
TEL 0966–35–0211　

  FA
X

 0966–35–0011
E-m

ail  info@
sagara.kum

am
oto.jp　

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

  http://w
w

w
.vill.sagara.lg.jp/

平
成

29年
3月

23日
発

行


